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はじめに
中国においては、1980年代から教育制度が整備されていった。1986年には義務教育の基盤整備、
1993年には「中国教育改革と発展要綱」が公布され、教育基盤が確立した。高等教育は1998年度か
ら朱鎔基首相の掲げた「科教興国」に基づいて、1999年から大学定員数を大幅に増やしていった。大
学生数は1995年約291万人であったが、2002年には931万人と約３倍に増加した。その後、経済成長
に伴い、大学数も急増し、進学率は上がり続け、2012年には大学生数は25,365,647万人に達している1。
教育部の公表した中国の大学数によると、2014年７月９日時点で全国2,542校（独立学院を含ま
ず）に達し、その内大学は2,246校（私立大学444校を含む）に達した。
教育の発展に伴って、日本語教育も始まった。1970年代から大学で日本語の教科書や辞書の編纂
を行い、ラジオ講座の放送も開始された。1980年代には、中等教育・高等教育での日本語教育のシ
ラバスの整備が行われ、テレビ日本語講座も始まった。1990年代には各教育段階でのシラバス整備
の結果を受けてそれに準拠した教材が多く出版された。2000年代に入ってから、高等教育機関や学
校教育以外の機関でも日本語学習者数が大幅に伸びた。
1999年から、高等教育機関における日本語学部や日本語学科が急激に増加し、2010年に遂に466
校となった。2011年に教育部が公表された全国の学生募集をする大学（私立大学を含む）は1,131
１　『中国統計年鑑』2012年。
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校で、その内、日本語学部・学科のある大学が41.2％を占めている。３年制の大学は1,169校で、日
本語学科を設けられている大学が200余りある2。
2013年７月８日に国際交流基金が公表した「海外での日本語学習者数速報値」によれば、海外で
日本語を学んでいる外国人は398万4,538人に上り、過去最高を更新した。前回の2009年の調査に比
べ、9.1％増えており、国・地域別では中国が初めてトップになった。調査は2012年７月から2013
年３月まで、在外公館などを通じ、203ヶ国・地域で実施。日本語教育を行っている小中高校、大
学、民間の塾など約１万8,500機関から回答を得た。日本語教育が行われていたのは136ヶ国・地域
で、前回比7.5％増の１万6,045機関。国・地域別では、同26.5％増の中国（約104万6,000人）、イン
ドネシア（約87万2,000人）と続き、1984年調査からトップを続けていた韓国（約84万人）は３位
に下がった（［表１］参照）。
日本学生支援機構が３月までまとめた調査によると、昨年５月時点で日本に滞在中の外国人留学
生は前年５月時点で日本に滞在中の外国人留学生は前年比約４％増の約16万8,000人と２年ぶりに増
加した。このうち大学などの高等教育機関に在籍する留学生は約２％減の約13万5,000人で、３年連
続で減少した。一方で日本語学校への入学者数は増えており、留学生数の増加を下支えしている状
況である。
日本語学校への入学者を出身国別に見ると、中国（約１万5,900人）に次いでベトナムが多く、
前年比４倍超の約7,500人。担当者は「語学学校で日本語を取得し、日本や母国での仕事に生かそ
うと考える新興国の若者が増えている」と話している3（［表２］参照）。
２　修鋼『日語学習与研究』第４期　2011年。
３　日本経済新聞2014年５月19日。
［表１］　海外の日本語学習者数（上位10か国・地域）
［表２］　2013年５月時点日本に滞在中の外国人留学生数（上位６か国・地域）
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［表１］、［表２］を見て、世界における日本語学習数を見ても、日本に滞在している外国人留学
生数を見ても中国人が圧倒的に多いであることが分かる。
１．中国における日本語教育発展の背景
1978年に改革開放政策が打ち出され、中国の「４つの現代化（工業近代化、農業近代化、国防近
代化、科学技術近代化）」の実現のために、世界各国との交流が重要項目となった。そのため、各
分野における外国語のできる人材育成が急務となった。
日本語教育については、1972年日中国交正常化により、両国の交流のために互いの言語を学びあ
う必要が生じた。中国の大学では日本語教育が開始され、日本語のラジオ講座や日本への留学生の
予備教育も始まり、経済、文化、科学など各分野における交流の深化が「第１次日本語ブーム」を
もたらした。
1980年代から1990年代前半まで日中貿易の活発化により、日本語学習者数も増加の一途をたどっ
た。中等教育、高等教育での日本語教育が始まり、多くの大学で日本語学科が増設され、日本語テ
レビ講座も始められた。日本語学習者の増加に伴う教材も次々に出版され、日本語学習者は、遂に
英語に次ぐ第２外国語の地位を確立した。これを「第２次日本語ブーム」と呼ばれている。
1990年代後半から、多くの日系企業が中国に進出するようになり、2012年の『中国貿易外経統計
年鑑』によれば、中国国内に居住している日本人は20万人を超え、中国に進出している日本企業数
は22,790社に達した。日本への留学、日系企業への就職などにより、「第３次日本語ブーム」を起
こした。
その後、中国での就職の「三種の神器」は「外国語」、「パソコン」、「運転免許」であると言われ
るようになり、「日本語ブーム」を更に加速させ、中国での日本語学習者数が急増してきた。
1998年の国際交流基金の調査によれば、中国における日本語学習者が25万人であったが、日本語
教育機関の調査によると、2006年に68万4,366人、2009年に82万7,171人にも達した。それらの「調
査表」は各教育機関に送ったそうであるが、100％回収されたとは考えにくい。聞くところによれ
ば、「調査表」が届いていない教育機関も少なくないという。
中国の大学では一般外国語教養即ち第２外国語として日本語を選択する学習者が一番多かった
が、継続して勉強している学習者数がこれまでに正確な統計は出ていない。独学で学んでいる日本
語学習者の多くは、日本語テレビ講座と日本語ラジオ講座を学習媒体としてきた。通信教育と連動
した日本語ラジオ講座や、日本語のテレビ講座は、全国ネットのラジオ放送局、中央テレビ局を始
め、各地方局でも独自に制作されてきた。これらの日本語学習者数もはっきり分からない。1973年
に上海ラジオ局が初級日本語ラジオ講座を開始した時、間もなく講座テキスト80万冊が売り切れと
なった。また、企業での日本語クラス、大学の夜間日本語クラス、社会人向けの各種日本語クラス、
日本留学のためのクラス、昇進や資格取得のためのクラス、インターネットの日本語講座、DVD
などで勉強している者が数多くいる。
国際交流基金の2009年度と2013年度の調査によると、中国に各種の一般成人向けの日本語クラス
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による日本語学習者は相当数に上るが、その数は不明である。
2002年にすでに100万人を超えたと推測される学者もいる。根拠としては、日中研究者の共同開
発による社会人向けの教科書『標準日本語』は2002年までに初級『標準日本語』だけでも350万部、
中級『標準日本語』も80万部売れている。他の教科書を使って勉強している学習者も少なくないこ
とを考えると、広い中国で日本語学習者数を正確に把握することは至難の業であると思われる。
２．中国における日本語教育の現状
ここ２、３年、中国での日本語教育に思わぬ状況が起こり、日本語学習者が想像以上減少し始め
ている。日本語学校が相次いで潰れ、中学校と高校での日本語学習者がかなり減り、定員割れの大
学も多く生まれ出ている。募集停止をしたり、定員を減らしたりするなどの措置を取る大学も増え
ている。
１部の有名な国立大学も定員確保が難しくなってきている。浙江省にある全国で有名なＺ国立大
学日本語学科の日本語学習者は３年連続して定員割れとなっており、内蒙古で有名なＮ大学は定員
削減して募集しても定員の確保ができなくなっている。広東省のＨ国立大学の分校とｇ私立大学の
日本語学習者はともに半減となっている。山東省私立大学Ｙ大学の日本語学科の定員は30名である
が、2012年に６名、2013年に０名、2014年に２名しか募集できなかった。また、私立大学Ｑ大学、
Ｆ大学、Ｈ大学は募集停止に追い込まれた。江蘇省Ｙ公立大学には、かつて年間120名程度の日本
語学習者が入学したが、日中関係悪化後の2013年の入学者はゼロであった。遼寧省にあるＤ大学の
老舗留学生訓練センター日本語学習者は約数年前の５分の１と激減している。
国際交流基金の調査によると、山東省の日本語学習者が2012年10月までの３年間で約59,000人と
136％増加した。しかし、その後日本語学校が倒産し始め、山東省で最も有名なＳ日本語学校は済
南と上海の２つのキャンパスにかつて200名～300名の日本語学習者が在校していたが、2014年に
０名になった。２つのキャンパスが余儀なく閉鎖され、現在は２名の職員と４、５名の非常勤日本
語教師が高校と連携して日本に留学生を送っているのである。
内蒙古自治区において、30年以上の歴史を持つ最も有名な規模の大きい日本語学校は常に数百名
の在校生がいたが、福島震災及び日中関係の悪化の影響で急減し始め、2014年には０名となった。
当校の理事長が「日中関係が良くなるまで、「休眠期間」に入りましょう」と言って、教職員たち
に自宅待機してもらうことになっている。経営を維持するために、１つの建物を貸したりするなど
の措置を取っている。
上海などの大都会での日本語学習者の減り方も著しい。国際交流基金調査によると、2012年10月
時点で上海の日本語学習者が約３万6,000人（約41％）減少している。その後の減少も続いている
と言われている。
1993年に一般公開で実施されるようになった日本語能力試験の受験者は年々増え、2006年12月に
世界で約53万人が受験した。その内、中国での日本語能力試験の受験者数は21万1,591人に達し、
2005年より46％増加した。２番目の韓国の受験者の９万3,750人を大幅に超え、世界１位となった。
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更に2009年の受験者数は32万7,255人となり、受験会場も37都市70会場にまで拡大した。しかし、
2014年に18万7,841人にまで減った。
2014年、留学目的の中国からの出国者総数は45万9,800人に上った。中国人の留学先は１位アメ
リカ、２位カナダ、３位イギリスと英語圏が続く。日本は4位に入るが、最近、日本高等教育機関
への中国人留学生も減少し始めている。
2014年度に日本の大学や短大、大学院などの高等教育機関に所属した外国人留学生は13万9,185
人で、前年から3,666人（2.7％）増えたと日本学生支援機構がまとめた。増加は東日本大震災前の
10年度以来で4年ぶり。
出身国は中国が７万7,792人（前年度比5.0％減）で最も多く、韓国が１万3,940人（同8.9％）減、
ベトナムの１万1,174人（77.6％増）だった。ネバールが5,291人（同66.0％）だった。同機構の担当
者はベトナムやネパールが倍近くになったことについて、「もともと親日的だったが、留学あっせ
ん業者の増加などで人気が高まったと説明する」4。
中国における日本語学習はなぜ激減し始めたのか、日本の高等教育機関への中国人留学生はなぜ
減少に転じたのかと首を傾げ、今回の在外研究を機に海南省の大学を中心として、その原因を探っ
てみた。
３．海南省の概況
海南島は1988年４月13日に全国人民大会委員会の批准により、広東省の１つの自治州から海南省
に昇格した。海南省の人口は8,671,518人（2010年）であり、主要民族は漢民族82.6％、リー族
15.84％、ミヤオ族0.82％、チワン族0.67％である。主要言語は閩南語の１つである海南語（海南の
方言）を話す。面積は33,210キロ平方メートルである。
1988年に広東省から海南島ならびにその周辺諸島が分離し、海南省となると同時に、省全域が経
済特区に指定された。この経済特区は中国最大の面積を有している。それ以来、中国各地から移住
が相次ぎ、輸出加工地区として発展してきた。
2010年１月４日に中国政府が海南省を「国際観光省」に作り、2020年までに基本的に世界一流の
観光地に作り上げる目標を打ち出している。現在、海南省はその目標に向けて努力しており、具体
４　朝日新聞2015年３月27日。
［表３］　2014年度日本高等教育機関に滞在中の外国人留学生数（上位４か国）㸦༢఩㸸ே㸧㡰 ᅜ࣭ᆅᇦྡ Ꮫ⩦⪅ᩘ 㡰 ᅜ࣭ᆅᇦྡ Ꮫ⩦⪅ᩘ㸯 ୰ᅜ 77,792 㸱 ࣋ࢺࢼ࣒ 11,174㸰 㡑ᅜ 13,940 㸲 ࢿࣂ࣮ࣝ 5,291ᮅ᪥᪂⪺㸦ᖺ㸱᭶᪥㸧ࡢグ஦࡟ࡼࡾసᡂ
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的に環境保護、インフラ整備、観光地の環境整備などに力を入れている。
最近、国内外から海南島に観光客が数多く訪れるようになった。しかし、長期滞在している外国
人が少ない。海南島に長期滞在している日本人（日本人教師と日本人留学生を含む）は10人ぐらい
しかいないという。
４．海南省における日本語教育の歴史
1939年から1945年に至るまでの７年間において、海南島を占領した日本軍は海南島での統治地位
を確保し、海南島が大東亜共栄圏建設の一環としての戦略的使命を果たすため、海南島で日本語教
育、躾教育、勤労教育の３つを核とする植民地教育を強制した。
4.1　就学前教育
就学前教育は小学校に入る前の教育である。学校教育の一段階とされていて、一般的に幼稚園で
行われる。幼児を対象とするゆえに、幼児教育とも呼ばれる。普通３歳から６歳ぐらいまで入学可
能である。
当時の教育を受けた人の話によると、５、６歳で、幼稚園に入らせ、幼稚園は無料で、クラス
メートは10数名、幼稚園の先生は２人とも日本人で、よく日本の歌を教えたり、日本のお菓子や
ケーキを食べたり、一緒に遊んだりした。遊ぶ玩具は全て日本制のものであった。遊びばかりで、
授業はしないが、クラスで日本語を話すことが要求される。
4.2　初等教育
占領地位が確定された後、日本軍は即刻戦争によって被害を受けた海南島の教育システムを立て
直し始めた。その内、回復が速かったのは初等教育であった。初等教育は読解、識字、基礎計算な
どを教えた。ほとんど無償教育であった。教員は日本人もいれば、台湾人や朝鮮人もいたが、学校
によっては中国人教員もいた。
4.3　中等教育
中学教育は当時の海南島における学校教育の最高機関であった。日本占領後も同じであった。 
海南島を占領した一年後の1940年５月に、三省連絡会議が戦乱によって荒廃された中等教育のいわ
ゆる「振興」を図るため、『中学校設置計画要綱案』を決議した。同年11月に瓊崖第一中学校が開
校されることになった。学年別に100名の学生を募集し、２つのクラスに分けて授業する予定だと
記されている。中学の入学資格について、『中学校設置計画要綱案』に高級小学校卒業者や高級小
学校卒業者と同等以上の学力を持つ13歳以上のものだと要求されている。初級の教授科目には新東
亜道徳、海南語、日本語、数学、理科、地理及び歴史、実業（農、工または水産）、体育及び音楽
がある。それに基づいて、高級学部は海南語の代わりに北京語が設けられている。他に教員、行政
官、産業人を養う師道科、行政科と産業科を加えることとなる『日本人の在海外活動に関する歴史
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的調査通巻第29巻「海南島篇」』によると、日本占領下の海南島に於ける中等教育機構は、ただ瓊
山にある瓊崖第一中学校と海口にある瓊崖第一女子中学校の二ヶ所のみである。
中学校の卒業生の進路については、学校の采配によって決まる。三亜崖城日本語学校で中国語教
員をした方の話によれば、海口の中学校を卒業した学生を学校が島内の日系会社（三亜の榆林にあ
る三井会社など）に配属されたという。
4.4　実業教育
明治初年以来、鉱工業、農業、商業などの産業を実業と総称する習慣が生まれ、一般にこれらの
実業に従事しようとする者のための教育を行う学校を実業学校と称した。占領前の海南島の職業学
校は瓊山にある県立職業学校一ヶ所のみであった。日本占領下における海南島の実業教育の開始も
遅かった。海南島占領後、５年目の1943年から始まった。実業教育の教育機構として、「本島農業
開発の指導者養成」を目的に加積と那大に設けられた農学校が挙げられる。積農学校が年に100名
ぐらいの生徒を募集し、２つのクラスに分けて授業した。農業学校の応募者の資格は高級小学校の
卒業生でなければいけないという規定があったという。
学校の科目の全てが日本語で教授され、午前は教室で理論を勉強し、午後は日本人が経営する水
田や畜産基地で実習した。学校は学生に対しての管理が厳しく、学生全員が学校に寄宿し、月曜日
から土曜日までは学習時間で学校が閉鎖され、日曜日だけが自由活動で、外に出られる。
4.5　師範教育
日本軍占領前の海南島では師範教育機関として省立第六師範学校、澄邁県立中学校附属師範講習
所、瓊山県立中学校附属郷村師範班などがあった。海南島の小学校教員を育てるのがその使命とな
っている。しかし、日本軍の侵略で三校とも閉校することとなった。その後、日本軍が全島の日本
語学校の教員を養成するために開設した師範教育機関として、瓊山にある海南師範学校だけが挙げ
られる。当校は1942年に開校されて、海南島の日本語教員養成及び中国人教員再教育の使命を担っ
ている。日本語教員養成の募集対象が日本本土の中学卒業生である。入学した生徒は六ヶ月の師範
教育を受けてから、島内各地の小学校で教鞭をとる。敗戦するまで、海南各地に配属された卒業生
は425名に至った。
師範学校の学習科目は主に農業、海南語、音楽、体育と銃の使い方などであった。学校のもう一
つの使命は、海南島内各小学校の在職中国人教員の再教育にある。合わせて360人ほどの中国人教
員がその教育を受けた。海南師範学校の中国人教員再教育は、現地司令官が推薦した現職中の中国
人教員を対象に実施する。合わせて２回開講したが、１回で100名ほどの中国人教員が３ヶ月にわ
たって訓練される。学習科目は修身、教育（教育原理、教授法、管理法）、体操、音楽、実業科、
日本語、特別事情（東亜事情及びその他）などと規定されている。その目的は中国人教員に大東亜
共栄圏の理念を教え込んだり、初等教育の日本語教育、躾の教育、勤労教育を体得させたりする。
再教育を受ける間には、中国人教員の学費、生活費、食費など、学校側が負担する。
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4.6　社会教育
学校教育以外の全ての島民に対しての教育を行った。『日本侵華教育全史（第１巻）』には、満州
国における社会教育は映画教育、新聞雑誌教育、躾教育、娯楽教育、青年教育、成人教育、体育教
育、講演といった広範囲にわたっていると書いてある。海南島もほぼ同じような教育をしていた。
しかし、『日本侵華教育全史（第二巻）』には、華北地域に於いて図書館、美術館、水族館、博物館、
産業館等の専門的機関が設置されたが、これらのような機関は当時の海南島にはほとんどなかっ
た5。
５．海南省における日本語教育の現状
海南省には17の大学があり、日本語教育を本格に行うようになったのは21世紀に入ってからのこ
とである。日本語学科を設けられているのは7つの大学と１つの専門学校であったが、日本語学習
者の減少により、２つの大学と１つの専門学校が募集停止となった。現在、日本語の学生を募集し
ている大学はまだ５つあるが、２つの国立大学を除いて、あとの３つの私立大学は定員割れが続い
ており、その内W外国語大学（３年制）の日本語学習者数は数年前までに800名以上の在校生がい
たが、2014年には約180名にまで激減したそうである。
5.1　海口経済学院（大学）
海口経済学院（大学）については今回、私の在外研究拠点であるため、色々と詳しく調べること
にした。
海口経済学院は1974年に創立され、2008年に中国教育部の許可により、海口経済職業学院から海
口経済学院に昇格された。2000年から、たったの10年余りで全国でトップテンの私立総合大学とな
り、就職率は驚くほど高く、2015年には99％に達した。
海口経済学院は海南省海口市にあり、敷地面積は115.67万平方メートルで、建築面積は58.23平方
メートルである。
海口経済学院は経済貿易学部、商工管理学部、観光学部、公共管理学部、芸術学部、美術学部、
メデイア学部、外国語学部などの12の学部、29の本科と20の専科（３年制）からなる。2014年に教
職員数は1,500名あまり、専任教員は686名、在校生は21,174名、その内、本科生は13,561名である。
学生は中国全土から入学しており、学生全員が大学寮で共同生活している。
外国語学部には英語学科と日本語学科が置かれている。日本語学科は2003年に開設され、現在、
日本語教員は８名（教授１名、准教授１名、講師２名、助手４名）、その内、日本留学経験者は４
名である。また、日本人教員が１名いる。
在校生は本科126名、専科（ビジネス日本語）58名、日本語学科は2010年に58名、2011年に44名、
2012年に38名、2013年に21名、2014年に23名、専科（ビジネス日本語）は2011年から募集し始め、
５　4.1から4.6までは、主に王奋举・金山「日据时期海南殖民教育研究」『黑龙江教育学报』（2013年）第
９期pp22～26を参照して要約したもの。 
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2011年に15名、2012年に16名、2013年に13名、2014年に14名をそれぞれ確保している。
日本語学科の定員が60名、専科（ビジネス日本語）の定員が30名であるが、残念ながら定員割れ
が続いている。全国の日本語学習者数が減少しているため、学生の確保はますます厳しくなると予
測されている。従って、定員を確保するため、日本語学科の教員たちは力を合わせて一生懸命に教
育の内容、課外活動、国際交流などを強化させている。
ここ数年来、他の大学と同じように教授法も重要視され、それまでの中国の外国語教育は主に文
法を中心として、詰め込み式の教え方が一般的であったが、最近は「聞く」、「話す」、「読む」、「書
く」という４つの技能の養成及びコミユニケーション能力を高めることに力を入れてきたため、
2015年に本科生は27名、専科生は24名を確保でき、2013年と2014年よりは増加している。
5.1.1　日本語学科カリキュラム
（１）　本科学生のカリキュラム
［表１］　教養科目⛉┠ྡ ༢఩   ⛉┠ྡ ༢఩ ⛉┠ྡ ༢఩࣐ࣝࢡࢫ୺⩏ᴫㄽ㸦ᚲ㸧 㸱 ࣓ࢹ࢖࢔ᢏ⾡࡜ᛂ⏝㸦ᚲ㸧 㸱 ␗ᩥ໬஺ὶศᯒ㸦㑅㸧 㸰ẟἑᮾᛮ᝿࡜୰ᅜ♫఍୺⩏ᴫㄽ㸦ᚲ㸧 㸴 ㌷஦⌮ㄽ㸦ᚲ㸧 㸯 ᪥ᮏṔྐᴫㄽ㸦㑅㸧 㸰Ё೑㏆⌧௦৆㸦ᚲ㸧  㸰 ໻ᄺ⫳ᖗ⧚عᒋᬭ㚆㸦ᚲ㸧 㸰 ᪥ᮏᩥ໬ᴫㄽ㸦㑅㸧 㸰ᗱᛇ䘧ᖋᩍ㣴࡜⊩ᕟ෎⸔㸦ᚲ㸧 㸱 ᝟ໃཬࡧᨻ⟇ᬭ㚆㸦ᚲ㸧 㸰 ᪥ᮏᩥ໬య㦂㸦㑅㸧 㸰㣅䇁˄➨஧እᅜㄒ㸧Ϩ㸦ᚲ㸧 㸰 ໻ᄺ⫳๰ᴗᣦᑟ㸦ᚲ㸧 㸰 ⯆࿡᪥ᮏㄒ㸦㑅㸧 㸰㣅䇁˄➨஧እᅜㄒ㸧ϩ㸦ᚲ㸧 㸰 ᪥ᮏ♫఍࣍ࢵࢺࢫ࣏ࢵࢺゎㄞ㸦ᚲ㸧 㸰 ほගᐇ⏝᪥ᮏㄒ㸦㑅㸧 㸰య⫱Ϩ㸦ᚲ㸧 㸯 ࢥࣥࣆ࣮ࣗࢱ࣮ᛂ⏝෎⸔㸦ᚲ㸧 㸱 㣕⾜ᶵᶵෆᐇ⏝᪥ᮏㄒ㸦㑅㸧 㸰య⫱ϩ㸦ᚲ㸧 㸯 ᪥ᮏₔ⏬㚷㈹㸦㑅㸧 㸰 ᪥ᮏ⌮ゎ㸦㑅㸧 㸰
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［表２］　専門科目
⛉┠ྡ ༢఩ ⛉┠ྡ ༢఩ ⛉┠ྡ ༢఩ᇶ♏᪥ᮏㄒ ,㸦ᚲ㸧 㸵 㧗⣭᪥ᮏㄒϩ㸦ᚲ㸧 㸲 ᪥ᮏ௻ᴗᩥ໬㸦㑅㸧 㸰ᇶ♏᪥ᮏㄒϩ㸦ᚲ㸧 㸶 㧗⣭᪥ᮏㄒ⫈ゎ࡜఍
ヰ ,㸦ᚲ㸧 㸲 ࣅࢪࢿࢫ᭩㢮㸦㑅㸧 㸰ᇶ♏᪥ᮏㄒϪ㸦ᚲ㸧 㸶 㧗⣭᪥ᮏㄒ⫈ゎ࡜఍
ヰϩ㸦ᚲ㸧
㸰 ࣅࢪࢿࢫ♩൤సἲ
㸦㑅㸧
㸰
ᇶ♏᪥ᮏㄒϫ㸦ᚲ㸧 㸶 ᪥ᮏㄒ⩻ヂ㸦ᚲ㸧 㸰 ࣅࢪࢿࢫ᪥ᮏㄒ⩻ヂ
㸦㑅㸧
㸰
᪥ᮏㄒ⫈ゎϨ㸦ᚲ㸧 㸰 ᪥ᮏㄒసᩥ㸦ᚲ㸧 㸰 ᅜ㝿ࣅࢪࢿࢫ஺΅㸦㑅㸧 㸰᪥ᮏㄒ⫈ゎϩ㸦ᚲ㸧 㸰 ᪥ᮏᩥᏛ㸦ᚲ㸧 㸰 㟁Ꮚࣅࢪࢿࢫ㸦㑅㸧 㸰᪥ᮏㄒ⫈ゎϪ㸦ᚲ㸧 㸲 ᪥ᮏᴫἣ㸦ᚲ㸧 㸰 ⤒῭㈠᫆᪥ᮏㄒ㜀ㄞ㸦㑅㸧 㸰᪥ᮏㄒ⫈ゎϫ㸦ᚲ㸧 㸲 ᪥ᮏ⤒῭ᴫἣ㸦ᚲ㸧 㸰 ᗈ࿌᪥ᮏㄒ㸦㑅㸧 㸰᪥ᮏㄒ఍ヰϨ㸦ᚲ㸧 㸰 ᅜ㝿ᕷሙ⤒Ⴀ࡜㈍኎㸦ᚲ㸧 㸰 ᫎ⏬᪥ᮏㄒ㸦㑅㸧 㸰᪥ᮏㄒ఍ヰϩ㸦ᚲ㸧 㸲 ࣅࢪࢿࢫ᪥ᮏㄒ఍ヰ㸦ᚲ㸧 㸰 ᪥ᮏㄒ᪂⪺㜀ㄞ㸦㑅㸧 㸰᪥ᮏㄒ఍ヰϪ㸦ᚲ㸧 㸲 ࣅࢪࢿࢫ᪥ᮏㄒ㏻ಙ㸦ᚲ㸧 㸰 ࣐ࣥ࢞㡢ኌᶍೌ㸦㑅㸧 㸰᪥ᮏㄒ఍ヰϫ㸦ᚲ㸧 㸲 ᅜ㝿㈠᫆࡜ᐇົ㸦ᚲ㸧 㸰 ྂ඾᪥ᮏㄒ㸦㑅㸧 㸰᪥ᮏㄒ㜀ㄞϨ㸦ᚲ㸧 㸰 ᪥ᮏㄒධຊ㸦ᚲ㸧 㸯 ᪥ᮏㄒ༞ㄽᣦᑟ㸦㑅㸧 㸰᪥ᮏㄒ㜀ㄞϩ㸦ᚲ㸧 㸲 ᪥ᮏㄒゝㄒᏛᴫㄽ㸦ᚲ㸧 㸰㧗⣭᪥ᮏㄒ ,㸦ᚲ㸧 㸲 ほග᪥ᮏㄒ㸦ᾏ༡㸧㸦㑅㸧 㸰
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（２）　専科（ビジネス日本語）学生（３年制）のカリキュラム
［表３］　その他の科目
［表１］　教養科目
⛉┠ྡ 㐌㛫 ༢఩ Ꮫᮇ   ὀ
ධᏛᩍ⫱㸦ᚲ㸧  㸯 㸮㸬㸳 㸯
㌷஦カ⦎㸦ᚲ㸧  㸰   㸰 㸯
ኟᮇ♫఍ᐇ㊶㸦ᚲ㸧  㸰 㸰 㸰 ኟఇࡳ࡟ᐇ᪋
༞ᴗᐇ⩦㸦ᚲ㸧  㸳   㸳 㸶
༞ᴗㄽᩥタィ㸦ᚲ㸧 㸯㸮 㸯㸮 㸶
༞ᴗᩍ⫱㸦ᚲ㸧  㸯 㸮㸬㸳 㸶
㸦࣭ᚲ㸧ࡣᚲಟ⛉┠ 㸦㑅㸧ࡣ㑅ᢥ⛉┠࣭ᤵᴗࡣ㐌㸳᪥ไ㸦᭶᭙᪥࠿ࡽ㔠᭙᪥ࡲ࡛㸧  ࣭༗๓㸶㸸㸰㸮㹼㸯㸰㸸㸮㸮  ༗ᚋ㸯㸲㸸㸱㸮㹼㸯㸶㸸㸮㸮  㸯᫬㝈㸲㸳ศ ࣭㸲ᖺ㛫࡛ྜィ㸯㸵㸷༢఩௨ୖࢆྲྀࡿᚲせࡀ࠶ࡿ
⛉┠ྡ ༢఩ ⛉┠ྡ ༢఩ẟἑᮾᛮ᝿࡜୰ᅜ♫఍୺⩏ᴫㄽ㸦ᚲ㸧 㸴 ࢥࣥࣆ࣮ࣗࢱ࣮ᩥ໬ᇶ♏㸦ᚲ㸧 㸲㐨ᚨᩍ㣴࡜ἲᚊᇶ♏㸦ᚲ㸧 㸰 ᑵ⫋ᣦᑟ㸦ᚲ㸧 㸯
య⫱㸦ᚲ㸧 㸯 ᝟ໃ࡜ᨻ⟇ᩍ⫱㸦ᚲ㸧 㸯
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［表２］
⛉┠ྡ ༢఩  ⛉┠ྡ ༢఩ ༢఩⛉┠ྡ ⛉┠ྡ ༢఩
ᇶ♏᪥ᮏㄒ ,
㸦ᚲ㸧
㸵 ᪥ᮏㄒ఍ヰϩ
㸦ᚲ㸧
㸲 ࣅࢪࢿࢫ᪥ᮏㄒ
㏻ಙ
㸰 ᪥ᮏ௻ᴗᩥ໬
㸦㑅㸧
㸰
ᇶ♏᪥ᮏㄒϩ
㸦ᚲ㸧
㸶 ᪥ᮏㄒ఍ヰϪ
㸦ᚲ㸧
㸰 ࣅࢪࢿࢫ᪥ᮏㄒ
ྲྀᘬసἲ
㸰 ᑐእ㈠᫆ᐇົ
㸦㑅㸧
㸰
ᇶ♏᪥ᮏㄒϪ
㸦ᚲ㸧
㸶 ᪥ᮏㄒ఍ヰϫ
㸦ᚲ㸧
㸰 ⱥㄒϨ㸦㑅㸧 㸱
ᇶ♏᪥ᮏㄒϫ
㸦ᚲ㸧
㸶 ᪥ᮏㄒỗㄞϨ
㸦ᚲ㸧
㸰 ⱥㄒϩ㸦㑅㸧 㸱᪥ᮏㄒ⫈ゎ ,㸦ᚲ㸧 㸰 ᪥ᮏㄒỗㄞϩ㸦ᚲ㸧 㸲 య⫱㸦㑅㸧 㸯᪥ᮏㄒ⫈ゎϩ㸦ᚲ㸧 㸰 ᪥ᮏㄒど⫈࡜఍ヰ㸦ᚲ㸧 㸰 㟁Ꮚࣅࢪࢿࢫ㸦㑅㸧 㸲᪥ᮏㄒ⫈ゎϪ㸦ᚲ㸧 㸲 ᪥ ᮏ ㄒ స ᩥ㸦ᚲ㸧 㸰 ᪥ᮏᴫἣ㸦㑅㸧 㸰᪥ᮏㄒ⫈ゎϫ㸦ᚲ㸧 㸰 ࣅࢪࢿࢫ᪥ᮏㄒ㸦ᚲ㸧 㸱 ᪥ᮏṔྐᴫㄽ㸦㑅㸧 㸰᪥ᮏㄒ఍ヰϨ㸦ᚲ㸧 㸰 ࣅࢪࢿࢫ᪥ᮏㄒ఍ヰ㸦ᚲ㸧 㸰 ᪥ᮏᩥ໬ᴫㄝ㸦㑅㸧 㸰
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5.1.2　課外活動
日本語学科においては日本語会話コーナが設けられており、授業後学生らが自由に集まって日本
語の会話を練習したり、定期的に日本語スピーチコンテスト、アニメショー、日本語作文コンテス
ト、日本語文化祭りを行ったりしている。
海南省各大学で行われている「日本語スピーチコンテスト」、「日本語劇コンテスト」、「日本語翻
訳コンテスト」にも積極的に参加している。
5.1.3　日本との交流
数年前までは、日本語学科が毎年数名の学生を国士舘大学21世紀アジア学部に送っていた。最
近、外国語学院は九州外国語学院と「日本語実習協定」を締結し、本科生４年後期、専科生（ビジ
ネス日本語）３年後期を対象に、希望する学生たちを半年間九州外国語学院に送り、実習を実施し
ている。
5.2　学生に対してのアンケード調査
学生たちの日本語学習動機及び中国での日本語学習者の減少などを探るために、海口経済学院日
本語学科３年生30名の学生を対象にアンケート調査を行った。その結果は次の通りである。
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［表１］　日本語を選んだ理由は？
［表２］　日本語学習の目的は？
［表３］　卒業後大学院に進学したいですか。その理由は？
［表４］　卒業後大学院に進学したくないですか。その理由は？
［表５］　日本に留学したいですか。その理由は？
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［表６］　日本に留学したくないですか。その理由は？
［表７］　日本企業に就職したいですか。その理由は？
［表８］　日系本企業に就職したくないですか。その理由は？
［表９］　日本人が好きですか。その理由は？
［表10］　日本人が嫌いですか。その理由は？
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今回、学生を対象に行ったアンケート調査などを通して、中国における日本語学習者が激減した
主な原因は以下の通りであると考えられる。
（１）　日中関係の悪化
アメリカ調査機関ピユー・リサーチ・センターが2013年３月から４月まで、アジアの国々で行わ
れた調査によれば、78％の中国人が日本政府は第二次世界戦争で行われた侵略に対して十分な謝罪
をしていないと考えており、これが「嫌日」感情の根源である。あの戦争が中国に深刻な被害をも
たらした。日本政府は度々反省と謝罪の意を表しているが、日本の政治家たちが歴史を否定する言
動に、中国人は日本政府の「誠意」を疑っている6。
2014年９月９日に「中国日報社」と「日本言論NPO」」が共同で実施した「中日関係世論調査」
によると、日本人は中国に親しみを持っていない人が93％に達し、2005年から始まった共同調査以
来、最悪な状況となった。一方、中国人は日本に親しみを持っていない人が前回の調査より６％下
げ、86.8％であった7。
ところが、今回私が日本語学習者を対象に行ったアンケードの結果から見れば、一般の社会人は
６　日本新華僑報2013年７月23日。
７　環球日報2015年５月11日。
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［表11］　日本に親しみを持っていますか。その理由は？
［表12］　日本に親しみを持っていませんか。その理由は？
［表13］　ここ２、３年間日本語学習者が減少しているが、その原因は？
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そうかも知れないが、日本語を学んでいる学生は必ずしもそうではないことが分かった。
今回のアンケード調査を見ても、「日本に親しみを持っている」または「日本人が好きである」
と答えた学生が圧倒的に多く、ある日本語教員からは「日本や日本人が嫌いではないから、日本語
を教えている」と言われたことがとても印象的であった。そう言えばその通りだと強く思った。し
かし、なぜ日本語学習者が減少し始めたのか、日本の高等教育機関への留学生がなぜ減少に転じた
のかと更に尋ねてみると、日中関係が悪いからだと思っている学生や、教員からは学生本人より
も、主に保護者が心配しているため、「子供に日本語を勉強するな」、「日本留学に行くな」と言わ
れている。大学受験の際、日本語ではなく、ロシア語、韓国語、ドイツ語、フランス語、スペイン
語、タイ語などを選ぶ学生が増加しており、留学先も優秀な学生は日本ではなく、欧米、韓国、ロ
シアなどの国に行く人が増えているという。
（２）　東日本大震災の影響
日本学生支援機構の調査によると、2013年５月１日現在、日本の大学・大学院、短大、専門学校
などで学んでいる留学生（日本語学校など日本語教育機関に在籍する者を除く）は13万5,519人で
前年度より2,237人（1.6％）減少した。かつて日本への留学生数は年々増加傾向を続け、2010年度
には14万1,774人とピークを記録した。しかしその後、３年連続で低下が続いている。
留学生の割合を出身国・地域別に見ると、中国が60.4％（前年度比2.3ポイント減）、韓国が11.3％
（同0.8ポイント減）、ベトナムが4.6％（同1.4ポイント増）、台湾が3.5％（同0.1ポイント増）、ネパー
ルが2.4％（同0.6ポイント増）、インドネシアが1.8％（同0.1ポイント増）などで、中韓両国で71.7％
（同3.1ポイント減）を占めている。ただし、１年以内の短期留学だけを見ると、中国・韓国・台湾
の学生は計51.7％、アメリカ・フランス・ドイツからの学生は計20.7％となる。
最近の留学生の減少は、2011年の東日本大震災と福島第１原発事故の発生、領土問題などをめぐ
る中韓両国との関係悪化が大きく影響しているようである8。
東日本大震災後、保護者が心配したがために、帰国させられた留学生は少なくない。今でもイン
ターネットで人体に被害を与える「放射能」の問題が散見される。問題がないと日本政府が発表し
ているが、「放射能」に対する不安が残る。その影響は暫く続きそうである。
（３）　日本語学習者の就職難
中国においては改革開放政策が実行されて以来、日本語学習者数が大幅に増え、中国における日
本語教育は著しく発展してきた。特に1990年代後半から、中国政府の方針に基づいて、大学数を急
増させ、それに伴って、日本語学部、学科が大幅に増加し、募集の拡大を行い、日本語学習者が激
増するようになった。
しかし、近年日中関係の悪化などにより、日本が中国に対しての投資減少や企業撤退をし始め
た。中国商務省は2014年11月18日に、日本から中国への１～10月の直接投資実行額が前年同期比
42.9％減の36億９千万ドル（約4300億円）だったと発表した。欧米からの投資も減少した。人件費
８　ベネッセ教育情報サイト2014年４月28日。
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の高騰などを背景に、企業が中国への投資に慎重になっている。日本の場合、日中関係が悪化した
ことも投資減につながった9。
日本は中国への投資の減少や日系企業の中国撤退が中国における日本語学習者の就職難となった
主な要因であろうと考えるが、更に言えば、まだ２つの原因があると思われる。一つは各大学が学
生の「質」より「量」を求め、学生の質が明らかに下がった。もう一つは意識の問題である。中国
の大学生はブルーカラーより、ホワイトカラーになりたい学生が圧倒的に多いため、大学生の就職
難が増している。日本語を専攻としている大学生は特にそうである。例えば、日系企業の工場では
労働力の確保が難しくなっているにもかかわらず、大卒の応募者があまりいない。給料は公務員よ
り高くても日本語学科の卒業生が興味を示さない。というのは、中国においては大卒の人たちのプ
ライドが高く、ブルーカラーになるのは人から見くだされるとの意識を強く持っているからである。
（４）　日本留学帰国者に対しての評価の低下
中国において、日本の教育水準に対する評価はますます厳しくなっている。1990年代から「アメ
リカの学位は金、ヨーロッパの学位は銀、日本の学位は銅」と言われてきた。最近、更に日本の教
育に対する評価が低下している。多くの大学関係者の話によると、ここ数年来、日本の有名な大学
で博士学位を取得し、帰国して、中国の大学の教員ポストに応募しても基準を満たさず、断られる
ケースが少なくないそうである。
おわりに
日本語教育者及び学習者との交流の中で、海南省の大学における日本語教育だけではなく、中国
の殆どの大学における日本語教育の主な問題点をいくつか感じた。
（１）　日本語教員の人材不足
日系企業は日本語の運用能力を持つ人材を求めている。ところが、その日本語の運用能力を養成
する肝心な日本語教員が足りない。その理由は二つある。一つは大学教員の待遇がそれほど良くな
いため、優秀な教員は待遇のいい日系企業に転職する傾向にある。もう一つは日本語学習者の多く
は日本語教員になりたがらず、留学または日系企業に就職する。
大学で修士課程、博士課程を終えて、日本語教員になる人の中には、日本語教員を養成する師範
大学の卒業生や日本の大学で日本語教育を専門として勉強した人が非常に少ないという。日本語教
育を専門としない人が日本語教員となって教えているため、自己流で授業をするしかない。結果と
して、学習の効果があまり上がらない授業になってしまうのが現状である。それらを打開するため
には、教員の待遇、仕事の条件、研究の条件、住居などを改善するのが必要不可欠であると考える。
（２）　学生の日本語能力の低下
2000年以後、ほとんどの大学は日本語学習者を拡大して募集し、１クラス当たりの学生数が増え
たため、学生１人当たりの会話時間が少なくなった。結果的に「訳読偏重の日本語教授法」になる。
９　共同通信社2014年11月18日。
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1990年代までは「聴解」、「会話」の授業は勿論、「読解」の授業も「聞く」、「話す」が重要視された。
学生たちが朝早く起きて朗読したり、授業終了後、自主的にキャンパスで、大きな声で本を読んだ
り、会話を練習したりする風景が良く見られたが、残念ながら、最近はそういう風景が殆ど見られ
なくなっている。外国語を習うには総合的な運用能力を身に付けなければならない。さもなければ
日本語を活かして仕事をするのは不可能に近い。
ここ数年来、中国では大学生の就職難が社会問題となりつつある。日本語学習者も同様である。
学科の急増、学生の急増、教員の人材不足などにより、日本語の教育水準が保証できなくなってい
る。大都会の大学と地方の大学、歴史の長い日本語学科と新しい日本語学科との間にばらつきがか
なりある。日本語能力試験1級の合格率だけを見ても、90％以上の日本語学科もあれば０％の日本
語学科もある。４年間日本語を勉強しても流暢に話せない学生が少なくない。
日本語人材の需要の変化に伴い、日本語教育においては、如何に「日本語総合運用能力」を持つ
学生を多く養成するのか、また、知識教育の充実以外に、実務経験の積み上げ、個人の素質の向上
に関する教育など、取り組むべき課題が多い。それらの課題をこれからも引き続き研究し、今後の
教育に活かしていきたいと思う所存である。
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